
山
形
県
内
の
換
金
作
物
の
衰
微
と
稲
作
の
発
展

長

井

政

太

郎

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

一
、
稲
刈
帳
に
見
え
る
収
量
の
変
化

置
賜
地
方
特
に
中
郡
地
区
に
は
所
々
に
稲
刈
帳
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
上
堀
金
の
嘉
兵
衛
家
に
は
宝
永
四
年
よ
り
明
治
一
四
年
ま
で
の

刈
高
が
記
さ
れ
て
い
た
。
然
し
嘉
兵
衛
家
は
宝
永
時
代
に
は
六
町
四
反
三
畝
と
百
刈
の
団
地
を
経
営
す
る
豪
農
で
あ
っ
た
が
、
元
文
三
年

に
は
五
町
八
反
九
畝
五
歩
と
一
一
一
一
刈
、
文
化
八
年
に
は
一
町
八
反
二
五
歩
と
そ
の
作
り
高
が
変
っ
て
い
る
の
で
、
作
柄
の
年
度
別
変
化

の
わ
か
る
の
は
前
回
二
反
三
畝
歩
と
喜
右
衛
門
作
一
反
五
畝
の
二
ケ
所
だ
け
で
あ
る
。
前
田
は
凶
作
に
備
え
て
早
生
種
を
作
る
田
で
、
大

概
の
家
で
は
無
肥
料
で
育
つ
井
戸
尻
と
共
に
手
離
す
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
嘉
兵
衛
家
の
前
田
は
宝
永
四
年
二
四

O
刈
で
あ
っ
た

が
、
少
し
ず
つ
刈
高
が
増
し
文
化
一

O
年
に
は
三

O
七
刈
、
文
政
一
一
年
二
九
九
刈
、
嘉
永
二
年
二
八
九
刈
、
明
治
六
年
二
五
二
刈
、
明

治
一
四
年
二
五
九
刈
と
享
保
元
文
頃
と
殆
ん
ど
同
じ
刈
高
と
な
っ
て
い
る
。
宝
永
四
年
を
一

O
Oと
す
る
と
最
高
刈
高
の
文
化
一

O
年
に

は
一
二
八
で
、
明
治
一
四
年
に
は
一

O
八
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
間
の
増
収
は
二
割
の
範
囲
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
喜
右
衛
門

101 

作
は
宝
永
四
年
一
五

O
刈
で
あ
っ
た
。

一
刈
二
升
と
す
る
と
反
二
石
の
作
柄
で
あ
っ
た
事
と
な
る
。
享
保
五
年
一
四
四
刈
、
元
文
五
年
一
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二
七
刈
、
宝
暦
一

O
年
一
四
五
刈
、
天
明
三
年
一
五
四
刈
、
享
和
二
年
一
四
六
刈
、
文
政
一
一
年
一
五
七
刈
、
嘉
永
二
年
も
同
様
、
明
治

六
年
は
一

O
六
刈
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
は
反
一
石
七
升
程
と
な
り
山
形
県
の
平
均
収
量
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

高
橋
市
左
衛
門
家
で
は
天
明
元
年
か
ら
大
正
二
年
迄
書
続
け
て
お
り
、

し
か
も
面
積
が
余
り
変
ら
な
か
っ
た
の
で
作
柄
の
変
化
を
見
る

に
は
最
も
都
合
良
か
っ
た
。
天
明
一
元
年
に
は
一
、

七
九
六
束
刈
草
高
三
六
石
七
六
五
合
と
な
っ
て
い
た
。
高
橋
家
所
有
地
の
内
井
戸
尻
の

回
は
天
明
元
年
一
八
二
束
刈
の
精
井
戸
尻
と
二
四
一
束
刈
の
井
戸
尻
と
が
あ
っ
た
。
嬬
の
方
は
寛
政
元
年
七
三
刈
、
文
化
四
年
六
一
刈
、

万
延
元
年
三
六
刈
と
次
第
に
減
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
除
い
て
、
井
戸
尻
だ
け
を
取
っ
て
見
る
と
、
寛
政
元
年
二
九
八
、
文
化
四
年
二
七

六
、
天
保
二
年
四
三
一
、
嘉
永
元
年
五
一
五
と
あ
っ
て
天
保
以
後
は
嬬
井
戸
尻
の
名
が
見
え
な
い
。
急
に
増
加
す
る
の
は
恐
ら
く
精
井
戸

尻
を
加
え
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
若
し
そ
う
だ
と
す
る
と
天
明
元
年
四
二
三
、
寛
政
元
年
三
七
二
、
文
化
四
年
一
一
一
一
一
一
七
、
天
保
二
年
四

三
一
、
嘉
、
氷
元
年
五
一
五
、
万
延
元
年
四
九
七
、
明
治
二
年
五
六
七
、

一
O
年
四
七
三
、
二

O
年
四
七
一
、
三
五
年
五
八
二
、
大
正
二
年

五
二

O
、
一
四
年
八
六
八
、
昭
和
二
年
五
九

O
と
な
る
o

天
明
を
一

O
Oと
す
る
と
明
治
二
年
二
二
四
、
明
治
三
五
年
一
三
七
、
昭
和
二

年
二
二
九
で
あ
っ
た
。
同
じ
面
積
と
す
る
と
明
治
二
年
ま
で
三
割
四
分
の
増
加
が
あ
っ
た
事
と
な
る
が
、
そ
の
後
の
増
加
が
余
り
著
し
く

な
い
事
が
注
目
に
価
す
る
o

小
深
田
は
天
明
元
年
二
八
二
、
文
化
四
年
二
五
七
、
天
保
二
年
二
七
八
、
嘉
、
氷
元
年
三
二

O
、
万
延
元
年
二

九
六
、
明
治
二
年
三
三
七
、
明
治
一

O
年
一
七
八
、
二

O
年
三
四
五
、
三
五
年
二
五
七
、
大
正
二
年
四
三
七
、
大
正
一
四
年
七

O
O、
昭

和
二
年
六
一
九
と
あ
る
。
こ
の
団
地
は
万
延
元
年
ま
で
五
%
の
増
加
し
か
な
く
、
そ
の
聞
の
最
高
の
刈
高
の
嘉
永
元
年
は
一
一
一
二
%
、
明

治
二
年
一
一
八
形
、

一
O
年
は
六
三
%
、
二

O
年
一
二
二
話
、
一
二
五
年
九
一
%
、
大
正
二
年
一
五
五
%
、

一
四
年
二
八
三
%
と
な
り
、
昭

和
二
年
に
は
一
二
九
%
と
明
治
に
な
っ
て
か
ら
二
倍
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
o

神
保
分
は
明
治
二
年
か
ら
神
保
城
と
改
め
ら
れ
た
団
地
ら
し
く
、
天
明
元
年
八
六
、
万
延
一
元
年
七
一
二
、
明
治
一
一
年
九
五
、
明
治
一

O
年
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七
三
、
二

O
年
六
二
、
三
五
年
八
七
、
大
正
二
年
八
九
と
こ
こ
ま
で
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
急
に
増
加
し
て
大
正
一
四
年

に
は
一
五
一
、
昭
和
二
年
一
一
四
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
天
明
元
年
を
一
O
O
と
す
る
と
明
治
二
年
に
は
一
一
O
、
大
正
二
年
一
O

一
四
年
一
七
五
、
昭
和
二
年
二
三
一
と
な
っ
て
い
る
o

三
割
増
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
砂
田
は
天
明
元
年
三
八
七
束
で
あ
っ

た
が
、
嘉
永
元
年
上
砂
田
二
一
O
、
下
砂
田
三
四
一
と
あ
る
。
恐
ら
く
両
者
を
加
え
た
四
六
一
が
砂
田
の
収
量
ら
し
い
。
明
治
二
年
五
二

五、

一
O
年
四
六
七
、
二
O
年
四
九
七
、
三
五
年
六
三
六
、
大
正
二
年
六
五
九
、

一
四
年
一
、
O
一
四
、
昭
和
二
年
九
三
七
と
な
っ
て
い

る
。
天
明
元
年
を
一
O
O
と
す
る
と
明
治
二
年
一
三
五
、
二
O
年
一
一
一
八
、
三
O
年
二
ハ
四
、
大
正
一
四
年
二
六
二
、
昭
和
二
年
二
四
二

と
な
る
。
七
十
刈
は
天
明
元
年
五
四
、
万
延
元
年
五
八
、
明
治
二
年
六
二
、

一
O
年
五
七
、
二
O
年
六
回
、
三
五
年
八
一
、
大
正
二
年

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

O
六、

一
四
年
二
三
二
、
昭
和
二
年
二
ハ
O
と
あ
っ
て
増
加
し
た
の
は
明
治
三
五
年
以
後
の
事
で
あ
る
。

一
O
O
分
率
で
は
明
治
二
年

一
五
%
、
二
一
五
年
一
五
O
、
大
正
二
年
一
九
六
、

一
四
年
二
四
八
、
昭
和
二
年
二
九
六
と
実
に
三
倍
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
O
年
と
二
O
年
三
O
、
三
五
年
四
五
、
大
正
二
年
五
二
、

一
枚
田
は
天
明
元
年
二
O
、
万
延
元
年
二
七
、
明
治
二
年
三
五
、

一
四
年

一
O
年
に
は
一
五
O
%
、
三
五
年
二
二
五
、

一
四
年
二
八
五
と
明
治
三
五
年
か
ら
急
に
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い

五
七
と
な
っ
て
い
る
。

る
の
で
あ
る
。

高
橋
家
の
記
録
に
は
所
々
に
実
収
高
と
一
石
当
り
の
価
格
も
記
し
て
あ
る
の
で
こ
れ
で
計
算
す
る
と
、
天
明
元
年
の
一
束
は
二
升
五
勺
、

天
明
三
年
二
升
一
勺
七
才
、
天
明
七
年
二
升
四
勺
、
天
明
八
年
二
升
一
勺
八
才
で
、
多
少
異
っ
て
い
る
が
、
凶
作
で
も
二
升
を
下
ら
な
か

っ
た
。
従
っ
て
他
の
場
合
も
一
束
二
升
と
計
算
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
o

以
下
中
郡
村
の
数
例
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
刈
高
は
万
延
頃
ま
で
殆
ん
ど
変
り
な
く
、
明
治
二
O
年
頃
か
ら
増
加
の
傾
向
に
向
う
が
、

105 

は
っ
き
り
増
収
と
な
る
の
は
金
肥
の
入
る
明
治
三
五
年
頃
か
ら
の
事
で
あ
っ
た
事
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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高橋市左衛河家の刈高変化
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423 
ト
井戸尻

司五百刈

!小深田

神保分

152 

619 

32 

257 

87 

345 

62 73 95 73 71 87 

282 

86 

砂田

七拾刈

瀬戸

壱枚目

ニ
、
江
戸
時
代
の
交
通
と
換
金
作
物
の
栽
培

山
形
盆
地
は
東
に
奥
羽
山
脈
が
あ
る
の
で
時
に
天
明
時
代
の
よ
う
に
笹

谷
街
道
を
越
し
て
仙
台
側
に
城
米
を
運
搬
し
た
事
も
あ
っ
た
が
、
大
抵
の

場
合
最
上
川
を
下
し
て
酒
田
に
出
し
て
い
た
。
米
沢
盆
地
の
場
合
は
七
六

O
米
の
板
谷
峠
を
越
し
て
福
島
に
出
す
か
、
二
井
宿
峠
を
越
し
て
阿
武
隈

川
の
水
沢
の
上
流
三
里
の
藤
固
ま
で
馬
背
で
運
ん
で
小
鵜
飼
舟
を
利
用
し

て
水
沢
に
出
し
、
こ
こ
か
ら
ひ
ら
た
船
で
荒
浜
に
運
び
、
こ
こ
か
ら
海
船

に
積
込
ん
で
江
戸
に
送
っ
て
い
た
。
阿
武
隈
川
は
急
流
で
寛
文
年
間
渡
辺

友
以
が
岩
盤
を
開
撃
す
る
迄
は
福
島
か
ら
水
沢
迄
陸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
情
秘
録
に
よ
る
と
置
賜
の
米
を
江
戸
に
運
ぶ
に

は
冬
は
一
三
両
一
分
、
銚
子
船
入
り
の
場
合
は
一
両
三
分
永
二

O
O文
の

増
と
な
り
、
合
せ
て
一
四
両
一
分
と
永
二

O
O文
、
そ
れ
に
差
配
料
三
分

が
定
法
で
あ
っ
た
。
天
明
六
年
屋
代
郷
の
米
三
、

0
0
0石
を
江
戸
に
送

っ
た
が
途
中
変
質
米
が
出
来
た
の
で
買
替
え
て
上
納
す
る
の
に
約
一
、

O

0
0両
を
要
し
た
。
従
っ
て
酒
田
経
由
江
戸
送
り
の
運
賃
が
荒
浜
送
り

よ
り
一

O
O石
に
つ
き
六
両
程
高
値
と
な
る
が
、
途
中
の
故
障
が
少
い
の



で
港
替
し
て
貰
い
度
い
と
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
漆
山
村
の
船
差
配
人
片
桐
善
左
衛
門
は
糠
野
目
か
ら
最
上
川
を
運
ぶ
運
賃

を
陸
路
一
三
里
運
ん
で
阿
武
隈
を
荒
浜
ま
で
下
す
運
賃
と
同
額
で
引
受
け
る
と
申
し
立
て
て
い
る
。
福
島
経
由
は
二
井
宿
経
由
よ
り
一
旦

程
近
か
っ
た
が
、
水
路
が
長
い
の
で
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。

荒
浜
の
港
は
天
嘗
船
の
入
港
由
来
な
い
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
そ
の
場
合
は
冬
は
一
七
里
北
上
し
た
寒
風
沢
に
、
夏
は
三
五
里
程
北

上
し
た
小
淵
の
港
ま
で
運
ん
で
海
船
に
積
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
文
化
頃
は
寒
風
沢
ま
で
の
小
廻
船
運
賃
が
一

O
O石
に
つ
き
三
両
二

分
で
、
海
上
運
賃
二
ハ
両
一
分
と
合
せ
る
と
一
九
両
一
分
一
一
朱
と
な
っ
た
。
元
禄
一
一
年
最
上
川
を
開
撃
し
た
西
村
久
右
衛
門
が
宮
村
船

場
(
長
井
市
)
か
ら
川
下
げ
五
三
八
匁
六
分
、
江
戸
迄
海
上
運
賃
七
八

O
匁
、
金
に
し
て
一
三
両
で
請
負
っ
て
い
る
。
即
ち
最
上
川
の
運
賃

山形県内の換金作物の表徴と稲作の発展

が
四
割
で
海
上
運
賃
が
六
割
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
文
一
一
一
年
か
ら
酒
田
か
ら
江
戸
送
り
す
る
米
は
西
廻
り
が
多
か
っ
た
が
、
享

保
時
代
に
は
西
廻
り
で
一

O
O石
を
送
る
と
一
七
両
二
分
、
東
廻
り
が
一
九
両
で
、
寛
政
に
な
っ
て
も
な
お
西
廻
り
が
安
く
二
一
両
、
東
廻

り
二
二
両
二
分
、
大
阪
送
り
一
六
両
で
あ
っ
た
。
東
廻
り
四
一
二

O
里
、
西
廻
り
七
一
三
里
で
、
こ
の
様
に
西
廻
り
が
有
利
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
享
保
頃
か
ら
次
第
に
東
廻
り
が
多
く
な
り
、
慶
応
元
年
に
な
る
と
東
廻
り
四
七
両
二
分
、
西
廻
り
四
八
両
二
分
と
反
対
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
頃
は
東
廻
り
海
運
が
発
達
し
て
い
る
故
で
あ
る
。
山
大
博
物
館
に
も
嘉
永
七
年
の
焼
印
が
あ
る
東
廻
り
の
木
札
が
残
っ
て
い

る
の
で
あ
る
o

何
れ
に
し
て
も
酒
田
は
江
戸
の
背
中
合
せ
の
位
置
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
こ
を
経
由
す
る
必
要
の
あ
っ
た
山
形
県
は
甚
だ

不
便
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
一
井
宿
街
道
は
山
中
七
ヶ
宿
を
通
り
、
板
谷
峠
も
ま
た
運
搬
力
に
乏
し
い
の
で
、
時

々
途
中
で
捨
置
か
れ
、
そ
の
聞
に
鼠
食
米
が
出
来
た
事
も
あ
っ
て
運
搬
量
が
制
限
さ
れ
た
が
、
置
賜
か
ら
最
上
川
を
下
す
の
も
二
万
俵
位

が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
な
る
と
水
加
減
の
良
い
時
期
に
運
び
切
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
も
の
ら
し
く
、
上
杉
藩
で
は
大
石
田
に
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三
六
般
の
御
手
船
を
置
い
て
廻
米
運
搬
に
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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四
席
山
に
固
ま
れ
た
置
賜
は
米
を
輸
送
す
る
の
に
頗
る
不
便
で
あ
っ
た
か
ら
換
金
作
物
の
栽
培
が
古
く
か
ら
普
及
し
て
い
た
と
見
え
、

蒲
生
時
代
か
ら
の
遣
法
で
あ
る
と
称
し
て
半
分
は
銭
で
納
め
、
半
分
を
米
で
取
立
て
る
半
石
半
永
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
直
江
兼
続
の

時
代
に
は
永
楽
銭
一

O
O文
に
米
七
斗
、
上
杉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
六
斗
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
米
価
は
安
定
し
て
な
い
の

で
そ
れ
に
換
算
し
て
納
税
を
す
る
農
民
は
常
に
金
に
な
る
作
物
を
栽
培
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
o

慶
長
に
な
っ
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
邑
鑑
に
よ
る
と
、
置
賜
の
村
の
三
四
%
は
漆
有
り
、
二
二
%
が
漆
少
し
有
と
あ

る
。
従
っ
て
五
六
%
の
村
で
漆
を
植
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
桑
も
相
当
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
桑
有
一
九
%
、
桑
少
し
有
が
二
七
%

で
合
せ
て
四
六
%
に
桑
が
あ
っ
た
。
隣
り
の
信
達
地
方
は
漆
は
な
く
、
桑
有
五
一
%
、
少
有
四
五
%
、
計
九
六
%
で
あ
っ
た
の
と
可
成
り
異

な
っ
た
生
産
形
態
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
次
第
に
重
要
作
物
と
な
る
青
苧
は
一
四
%
の
村
に
有
、

四
%
の
村
に
少
し
有
り

と
見
え
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
こ
の
頃
は
未
だ
大
し
て
普
及
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
鷹
山
公
時
代
に
桑
漆
と
共
に
一

O
O万
本
宛
増
殖

を
計
画
し
て
い
る
椅
は
信
達
に
は
七
九
の
村
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
に
、
置
賜
に
は
全
然
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
紅
花
も
信
達
地
方

に
は
有
五
%
、
少
有
七
%
と
あ
っ
た
の
と
殆
ん
ど
同
じ
で
、
有
九
%
、
少
有
七
%
と
合
せ
て
一
六
%
の
村
に
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
地
域
的
に
は
青
苧
は
西
置
賜
郡
の
山
村
に
主
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
紅
花
は
西
置
賜
の
一
部
と
、
村
山
に
近
い
山
村
に
分
布
し
、
桑
は

高
畠
、
屋
代
、
宮
内
附
近
を
除
く
一

O
五
村
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
桑
と
漆
が
共
に
見
え
な
い
の
は
鬼
面
川
一
扇
状
地
と
吉
野
川
扇
状
地
の

一
部
だ
け
で
、
外
は
ほ
と
ん
ど
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
綿
や
麻
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、

ほ
ん
の
僅
か
の
村

に
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
煙
車
は
寛
永
一
五
年
屋
敷
の
外
に
煙
草
を
植
え
て
い
る
の
を
刈
取
る
よ
う
に
命
じ
、

一
九
年
③
に
「
来
年
よ

り
は
本
田
昌
に
た
ば
こ
作
る
べ
か
ら
ざ
る
事
」
と
本
国
に
栽
培
す
る
の
を
制
限
し
て
い
る
程
度
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
相
当
に

栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
川
扇
状
地
面
が
畑
地
で
上
杉
藩
士
が
半
農
生
活
を
し
て
い
た
が
、
主
と
し
て
煙
草
を
栽
培
し
て
い
た



ら
し
く
、
越
後
出
し
の
重
要
な
商
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

村
山
で
も
寛
永
一

O
年
の
白
岩
状
に
は
麻
や
綿
が
水
漆
、
水
油
、
機
等
と
共
に
見
え
る
。
延
享
二
年
の
志
戸
田
村
書
上
に
「
寛
、
氷
年
中

保
科
肥
後
守
様
御
代
百
姓
前
銘
々
中
一
円
苧
畑
御
吟
味
之
上
御
記
録
仰
付
ら
れ
」
と
あ
る
か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
の
重
要
換
金
作
物
は
青
苧
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
寛
文
九
年
大
石
田
か
ら
川
下
げ
し
た
物
資
に
課
税
し
た
記
録
に
は
青
苧
、
紅
花
、
蝋
漆
、
真
綿
の
四
種
は
先
規
之
通
り
、

そ
の
外
荏
油
、
水
油
、
胡
麻
の
役
銭
が
定
め
て
あ
り
、
大
小
豆
、
紙
、
葉
煙
草
は
宿
主
手
形
で
通
す
旨
を
記
し
て
い
る
o

元
文
五
年
@
の

揖
久
右
衛
門
文
書
に
「
国
本
御
百
姓
紅
花
作
始
候
事
百
年
余
と
申
候
」
と
江
戸
時
代
の
初
期
頃
か
ら
の
作
物
で
あ
る
事
を
述
べ
て
い
る
。

元
禄
六
年
の
山
形
藩
の
物
産
は
青
苧
八
六
一
駄
(
一
駄
三
八
貫
目
)
、
紅
花
三
七
二
駄
、
翌
年
は
青
苧
一

O
一
ニ
六
駄
、
紅
花
四
七
三
駄
、
同

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

八
年
に
は
青
苧
一

O
四
一
駄
、
紅
花
四
六
七
駄
で
、
山
形
藩
の
荷
役
の
収
入
四
五

O
両
中
三
五

O
両
ま
で
が
青
苧
と
紅
花
の
収
入
で
あ
っ

た
。
山
形
盆
地
と
し
て
は
山
手
の
村
々
は
漆
と
青
苧
、
平
野
部
特
に
最
上
川
沿
い
の
村
々
は
紅
花
、
扇
状
地
の
上
は
煙
草
が
植
付
け
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

寛
政
六
年
柏
倉
役
所
で
出
し
た
御
触
書
に
「
畑
作
物
桑
、
緒
、
漆
、
茶
を
四
木
、
麻
、
藍
、
紅
花
の
三
草
、
其
外
先
達
而
被
仰
度
置
候

紅
花
は
宣
口
聞
に
而
、
百
姓
之
為
に
成
候
も
の
に
付
、
村
役
人
其
致
世
話
為
植
付
可
申
候
」
と
食
料
以
外
の
農
作
物
と
し
て
作
る
べ
き
品
々

を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
杉
藩
@
で
は
漆
を
特
に
重
要
視
し
、
慶
長
二
二
年
か
ら
蝋
の
専
売
制
を
施
い
て
い
る
。
明
暦
元
年
に
は
二
六
万
本
が
御
役
木
で
一
本

当
り
一
斗
づ
つ
の
木
の
実
が
取
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
外
の
漆
の
木
が
三
万
本
あ
っ
て
課
役
さ
れ
た
以
外
の
木
の
実
と
共
に
一
定
価
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格
で
藩
で
買
上
げ
て
い
た
。
元
文
四
年
江
戸
に
送
っ
た
蝿
が
七
五

O
貫
、
寛
政
六
年
に
は
前
年
の
残
一
、

O
八
O
貫
、
当
年
産
四
、

八
貫
あ
っ
た
の
で
そ
の
内
六
、
三
六

O
貫
を
払
下
げ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
四
閣
の
は
ぜ
蝋
が
増
加
し
次
第
に
東
北
の
木
蝋
が
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圧
迫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

蝋
漆
を
主
た
る
産
物
と
し
て
い
た
米
沢
、

会
津
の
両
藩
、

山
形
盆
地
の
諸
藩
に
も
影
響
が
強
か
ウ

た
。
嘉
永
二
年
上
杉
藩
で
は
山
形
、
酒
田
、
新
潟
の
三
ケ
所
で
六
、

八
O
O貫
の
蝋
を
二
、

一
二
六
両
で
買
入
れ
て
製
蝋
し
て
い
た
が
、

安
政
五
年
か
ら
は
藩
の
製
蝋
を
取
止
め
て
い
る
。
そ
れ
で
も
上
杉
藩
と
し
て
は
木
の
実
代
と
し
て
農
民
か
ら
四
、
二
六
九
両
、
慶
応
元
年

に
は
八
、

O
八
六
両
取
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

庄
内
の
酒
井
藩
で
も
寛
文
元
年
漆
を
植
え
さ
せ
、
宝
永
四
年
に
は
桑
、
緒
、
竹
を
植
え
さ
せ
た
記
録
が
見
え
、
文
政
二
年
に
は
遊
佐
郷

に
養
蚕
館
を
設
け
、
鶴
岡
に
漆
役
所
を
設
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、
山
中
の
村
々
や
川
沿
い
等
の
土
地
に
は
桑
や
漆
、
椿
等
を
植
え
さ
せ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
出
羽
国
の
稲
作

最
初
九
州
地
方
に
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
稲
は
、
奈
良
時
代
に
は
既
に
出
羽
国
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
延
喜
式
の
出
羽
正
税
は
「
二

O
万
束
、
八
ム
か
い
三
四
万
束
、
雑
稲
二
八
万
束
」
と
見
立
、
天
暦
四
年
(
九
五

O
)
の
和
名
類
集
抄
に
は
「
出
羽
国
稲
正
二
四
万
四
、
。

二
O
束
、
公
四

O
万
束
、
雑
二
八
万
三
、
三
九
二
束
、
合
計
九
二
万
七
、

四
一
一
一
束
」
と
見
立
、
回
積
二
六
、

一
O
九
町
二
反
五

O
歩
と

あ
る
o

秋
田
県
下
を
含
め
た
田
積
が
こ
れ
だ
け
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
文
明
コ
一
年
の
「
海
東
諸
国
記
」
に
は
出
羽
園
田
積
二
六
、

O
九
O

町
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
五

0
0年
聞
か
か
っ
て
も
出
羽
国
の
水
田
の
開
発
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
名
領
国
制
の

確
立
し
た
後
に
は
従
来
の
領
有
関
係
か
ら
実
現
出
来
な
か
っ
た
広
域
の
治
水
計
画
が
実
現
す
る
様
に
な
っ
た
。
記
録
に
見
え
る
も
の
と
し

て
は
、
天
正
年
間
の
大
町
溝
が
最
も
古
く
、
天
正
年
聞
に
酒
田
城
主
甘
糟
氏
の
手
で
成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
田
川
郡
に

立
谷
川
か
ら
揚
水
す
る
北
楯
大
堰
、
赤
川
よ
り
揚
水
す
る
青
竜
寺
川
、
そ
れ
に
中
川
堰
が
完
成
を
見
、
置
賜
の
鬼
面
川
扇
状
地
で
は
扇
頂



か
ら
引
水
す
る
堀
金
堰
、
高
山
堰
、
扇
端
の
大
坂
方
面
を
潤
す
も
の
と
し
て
は
白
川
か
ら
揚
水
す
る
大
塚
堰
が
開
撃
さ
れ
、
次
い
で
庄
内

の
因
幡
堰
、
大
塚
堰
の
上
に
引
水
さ
れ
た
長
堀
堰
が
相
次
い
で
完
成
さ
れ
、
県
内
の
主
た
る
用
水
路
が
ほ
と
ん
ど
整
い
、
急
に
開
田
が
進

む
よ
う
に
な
っ
た
。
元
和
八
年
最
上
家
が
改
易
と
な
っ
た
折
は
山
形
領
が
二
四
万
石
、
上
山
領
四
万
石
、
新
庄
領
六
万
石
、
庄
内
の
酒
井

領
一
三
万
八
、

0
0
0石
、
左
沢
領
一
・
二
万
石
、
白
石
領
八
、

0
0
0石
、
幕
領
二
万
石
、
そ
れ
に
上
杉
領
が
置
賜
に
一
八
万
石
、
寺

社
領
約
一
・
八
万
石
あ
っ
た
の
で
、
全
草
高
は
七

O
万
石
を
越
す
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
当
時
の
推
定
生
産
高
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
北
楯
大
堰
は
四
、

七
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
濯
域
と
し
て
い
る
が
、
流
末
の
八

O
に
近
い
集
落
は
慶
長
一
七
年
以
降
に

開
村
さ
れ
た
も
の
で
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
聞
に
約
五

O
年
の
差
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

山形県内の換金作物の表徴と稲作の発展

ま
た
五
、
二

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
て
い
る
青
竜
寺
川
の
流
末
に
当
る
成
田
新
田
の
開
田
が
完
成
し
た
の
は
約
五

O
年
後
の
事
で
あ

っ
た
。
酒
井
忠
勝
は
元
和
九
年
領
内
を
検
地
し
て
一
三
・
八
万
石
か
ら
四
七
、

七
八
八
石
を
改
出
し
て
い
る
が
、

」
れ
は
村
々
の
改
出
し

の
合
計
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
青
竜
寺
川
、
北
楯
大
堰
等
の
成
立
に
よ
る
開
田
も
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
其
後
寛
永
に
多
少
修
正

が
加
え
ら
れ
、
更
に
白
井
吉
兵
衛
の
検
地
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
に
更
に
二
三
、

0
0
0石
が
改
め
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
形
県
産
米
の
大
部
分
が
酒
田
港
か
ら
積
出
さ
れ
て
い
た
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
積
出
高
は
元
禄
九
年
に
一
七
・
七
万
俵

で
あ
っ
た
o

圧
内
米
は
こ
の
内
一
二
万
俵
を
占
め
て
い
た
か
ら
上
流
か
ら
の
運
び
出
し
は
余
り
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
享
保
九
年

(
一
七
二
四
)
に
は
五
八
・
六
万
俵
を
積
み
出
し
た
が
、

四
斗
俵
と
し
て
計
算
す
る
と
一
一
一
一
一
万
四
四

O
O石
あ
っ
た
事
と
な
る
o

こ
の
内

一
四
・
七
万
俵
と
五
三
%
弱
が
庄
内
の
産
米
で
あ
っ
た
。

明
治
二
年
の
大
石
田
御
用
留
に
山
形
県
の
産
米
一

O
三
・
九
万
石
と
見
立
、
内
庄
内
は
六

0
・
三
万
石
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
と
し

111 

て
は
最
高
の
生
産
額
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
内
か
ら
二

O
万
石
内
外
が
県
外
に
移
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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山
形
県
内
の
水
田
は
明
治
八
年
の
山
形
県
一
覧
概
表
に
よ
る
と
山
形
県
(
当
時
の
山
形
県
の
内
村
山
を
指
す
)
三
二
、
九
三
七
町
、
鶴

岡
県
(
庄
内
)
一
三
、

四
二
五
町
、
置
賜
県
一
七
、

O
四
三
・
九
町
、
計
八
一
、

四
O
六
・
八
町
と
あ
る
。
地
租
改
正
当
時
の
面
積
で
あ

る
が
、
二
二
年
の
町
村
制
施
行
の
時
は
八
・
三
万
町
、
二
七
年
に
八
・
四
万
町
、
二
一
五
年
八
・
五
万
町
、

四
一
年
八
・
六
万
町
、

四
四
年

八
・
七
・
万
町
、
大
正
元
年
八
・
八
万
町
、

五
年
八
・
九
万
町
、
大
正
七
年
九
万
町
、
昭
和
四
年
一

O
万
町
歩
と
少
し
づ
っ
増
加
し
、
昭

和
一
九
年
に
は
最
高
の
一

0
・
一
万
町
歩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
山
形
県
の
水
田
の
最
高
レ
コ
ー
ド
で
、
二
八
年
に
は
九
・
六
万
町
歩

と
な
り
、
そ
の
後
は
一
進
一
退
を
続
け
、
著
る
し
い
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。
山
手
に
谷
田
が
聞
か
れ
る
一
方
、
都
会
地
で
は
住
宅
学
校
工

場
用
地
等
に
つ
ぶ
さ
れ
る
面
積
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
昭
和
三
一
年
に
は
九
・
六
五
万
町
歩
、

四
三
年
九
・
八
六
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

内
圧
内
三
・
九

O
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
最
上
一
・
一
八
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
村
山
二
・
六
六
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
置
賜
二
・
二
四
万
へ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
一
八
年
に
は
庄
内
が
三
九
%
を
占
め
、
村
山
は
二
七
%
で
、
置
賜
二
五
%
、
最
上
九
%
と
な
っ
て
い
た
が
、
庄
内
は
耕
地
整
理
で

三、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
国
が
あ
り
、
約
四
、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増
歩
が
あ
っ
た
の
で
増
加
が
著
し
く
、
昭
和
三
一
年
の
統
計

で
は
庄
内
四
一
%
、
村
山
二
八
%
、
置
賜
一
一
一
%
、
最
上
一

o
v
p、
四
一
年
に
は
庄
内
三
九
、
村
山
二
七
%
、
最
上
一
二
%
、
置
賜
二
二

%
と
少
し
変
っ
て
来
る
。

耕
地
面
積
は
明
治
初
年
以
来
二
割
五
分
程
度
の
増
加
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
生
産
高
の
方
は
明
治
初
年
に
は
全
国
最
下
位
に
近

い
反
収
一
・
一
二
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
金
肥
が
入
っ
た
明
治
三
五
|
三
九
年
の
平
均
で
は
反
収
一
・
五
七
石
と
増
加
し
、
全
国
の
平
均

に
近
い
二
七
位
と
な
る
o

大
正
に
入
る
と
始
め
て
全
国
の
平
均
を
凌
駕
し
、
昭
和
二
ニ
l
l
一
五
年
間
の
平
均
収
量
は
二
・
三
五
石
と
な
り
、

大
阪
、
佐
賀
、
滋
賀
の
三
県
に
次
ぐ
全
国
第
四
位
に
進
出
し
て
い
る
。
六

0
年
聞
に
耕
地
は
一
・
二
五
倍
に
な
っ
た
だ
け
で
全
国
の
一
・



一
五
倍
よ
り
少
し
多
く
な
っ
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
反
収
の
方
は
全
国
で
は
一
・
六
倍
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
二
・

O
五

倍
の
増
収
と
な
勺
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
近
数
年
間
は
反
収
五
石
を
越
し
、

四
・
四
六
倍
に
増
加
し
、
昭
和
四
二
年
、
四
三
年
の
両
年
度
は

全
国
第
一
位
、
四

O
年
、
四
一
年
の
二
ヶ
年
は
佐
賀
県
に
次
ぐ
第
二
位
、
三
九
年
は
長
野
県
に
次
ぐ
第
二
位
の
地
位
を
確
保
し
て
来
た
の
で

あ
る
。
四
二
年
産
の
一

0
ア
ー
ル
当
り
五
六
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
庄
内
五
九

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
最
北
地
区
五

O
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

村
山
五
七
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
置
賜
五
七

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
庄
内
が
断
然
多
く
、
最
北
よ
り
は
二
割
も
多
い
収
量
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
明
治
以
後
の
稲
作
の
改
良

山形県内の換金作物の表徴と稲作の発展

明
治
維
新
前
は
庄
内
藩
で
は
鶴
岡
と
酒
田
に
収
納
す
る
米
の
検
査
が
厳
重
で
あ
っ
た
が
、
新
政
府
に
な
っ
て
金
納
と
な
っ
て
か
ら
は
す

っ
か
り
統
制
が
緩
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
米
質
の
低
下
が
著
し
く
な
っ
た
o

か
か
る
所
に
西
南
戦
争
が
起
っ
て
食
料
の
移
出
が
あ
っ
た

カミ

軟
質
の
故
に
変
質
し
た
米
が
あ
っ
て
著
し
く
庄
内
米
の
声
価
を
落
し
て
し
ま
っ
た
。

庄
内
米
の
低
下
は
本
間
家
を
始
め
と
す
る
地

主
共
の
米
質
改
善
の
努
力
を
生
む
事
に
な
っ
た
。
東
田
川
郡
で
は
明
治
二
四
年
先
進
地
福
岡
県
の
農
事
試
験
場
よ
り
島
野
嘉
作
を
呼
び

稲
作
の
改
良
を
は
か
る
事
と
な
っ
た
。
郡
会
が
島
野
招
聴
を
こ
ば
ん
だ
の
で
地
主
連
中
が
山
添
、
余
目
、
藤
島
の
三
ケ
所
に
実
習
田
を
設

け
島
野
の
指
導
を
受
け
る
工
夫
を
し
た
の
で
、
遂
に
郡
会
の
連
中
も
折
れ
、
其
後
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
指
導
を
受
け
て
稲
作
の
改

善
に
当
っ
た
。
同
じ
年
に
飽
海
郡
で
も
伊
佐
治
八
郎
を
福
岡
よ
り
招
い
て
指
導
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
。
両
人
は
湿
田
を
乾
田
に
改
め
る

様
に
指
導
し
た
が
、

一
戸
当
り
の
耕
地
の
広
い
庄
内
で
は
乾
田
を
人
力
だ
け
で
耕
起
す
る
事
が
困
難
と
な
り
牛
馬
耕
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
事
と
な
っ
た
。
山
形
県
で
馬
耕
に
注
目
し
た
の
は
こ
れ
よ
り
早
く
、
明
治
一
六
年
勧
業
諮
問
会
を
設
け
各
郡
に
勧
業
世
話
掛
を
設
け
た

折
で
、
地
方
費
を
以
て
洋
式
農
具
及
び
耕
馬
を
購
入
し
馬
耕
術
を
伝
習
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
@
南
村
山
郡
吉
原
村
で
馬
耕
の
試
験
が

113 
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行
な
わ
れ
一
日
三
反
歩
を
鋤
返
し
得
る
事
を
知
っ
た
程
度
で
、
資
力
に
乏
し
い
農
民
の
聞
に
中
々
普
及
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
庄
内
地

方
で
乾
田
が
普
及
す
る
に
及
ん
で
自
ら
牛
馬
耕
が
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
事
に
な
っ
た
。
本
間
家
の
如
き
は
馬
耕

を
取
入
れ
な
い
農
民
の
団
地
は
取
上
げ
る
と
言
う
程
そ
の
奨
励
に
努
め
馬
の
購
入
費
を
貸
付
け
る
等
の
骨
折
り
を
続
け
た
の
で
、
著
し
く

庄
内
の
米
作
は
改
良
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
五
年
に
は
飽
海
郡
内
は
田
の
二
四
・
八
%
、
二
六
年
に
は
三
九
・
六
%
、
二
七
年

五
二
・
二
%
、
二
八
年
六
四
・
二
%
と
乾
田
馬
耕
地
が
普
及
し
、

二
九
年
七
八
・
二
%
、

三
O
年
九
二
・
四
%
、

四
O
年
も
七
割
の
田

地
が
牛
馬
耕
で
耕
作
さ
れ
る
程
普
及
し
て
い
た
が
、
村
山
・
置
賜
に
普
及
し
た
の
は
四

0
年
代
以
後
の
事
で
あ
る
。
明
治
三
O
年
頃
は
庄

内
全
体
と
し
て
の
牛
馬
耕
面
積
は
二
四
、

八
六
二
町
歩
と
な
っ
て
い
た
が
、
庄
内
は
七
二
%
、
村
山
コ
了
四
%
置
賜
一
・
九
%
で
全
県
下

で
は
二
九
%
と
な
る
有
様
で
あ
っ
た
。
然
る
に
明
治
四
四
年
に
は
四
、

五
月
に
早
越
が
あ
り
、
庄
内
に
普
及
し
た
乾
固
化
の
結
果
乾
土
効

果
が
大
い
に
あ
が
り
、
そ
れ
に
金
肥
の
増
加
が
加
っ
て
い
た
の
に
、
生
育
最
盛
期
に
気
温
低
下
が
あ
っ
た
の
で
稲
熱
病
に
弱
い
新
し
い
品

種
亀
の
尾
の
普
及
し
て
い
た
庄
内
で
は
著
し
い
被
害
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
乾
固
化
は
一
時
的
に
は
こ
の
様
な
結
果
を
招
い
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
乾
土
効
果
は
県
下
農
民
の
ひ
と
し
く
認
め
る
所
と
な
り
、
明
治
四
O
年
頃
か
ら
県
下
全
体
に
普
及
を
見
る
よ
う

に
な
っ
た
。
牛
馬
耕
面
積
は
大
正
二
年
三
・
三
万
町
、

四
年
四
万
町
、

七
年
四
・
四
万
町
、

一
四
年
五
・
四
万
町
(
五
八
%
)
、

昭
和
五

年
六
・
二
万
町
(
六
五
%
)
、

一
四
年
六
・
九
万
町
(
七
三
%
)
、

一
六
年
八
万
町
(
八
二
%
)
と
普
及
し
、

昭
和
二
ハ
年
に
は
庄
内
の

九
七
%
、
置
賜
の
九
三
%
、
最
上
の
九
O
%
、
村
山
の
四
七
万
が
牛
馬
耕
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
o

反
収
の
最
も
多
い
村
山
が
牛
馬
耕
の

普
及
が
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
二
戸
当
り
の
耕
地
が
狭
い
の
で
、
困
難
で
あ
っ
て
も
人
力
で
耕
起
し
得
る
面
積
の
零
細
な
農
家
が
多
か
っ

た
事
に
よ
る
の
で
あ
る
。

改
良
乾
田
米
が
出
た
折
、
酒
田
、
鶴
岡
の
倉
庫
で
厳
重
な
検
査
の
上
年
貢
米
を
収
納
し
等
級
を
つ
け
て
取
扱
っ
た
の
で
、
明
治
二
六
年



頃
か
ら
圧
内
米
の
声
価
が
回
復
し
、
明
治
二
六
年
頃
か
ら
次
第
に
市
場
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
二
八
|
二
九
年
頃
は
京
阪
市

場
で
肥
後
米
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
迄
に
な
っ
た
。
島
野
は
明
治
三
六
年
任
満
ち
て
帰
国
し
た
が
、
伊
佐
は
一

O
年
の
任
満
ち
た
際
本
間
家

の
指
導
農
場
に
残
っ
て
同
家
の
三
、

0
0
0人
の
小
作
人
の
稲
作
指
導
に
当
っ
た
。
最
初
伊
佐
が
設
け
た
遊
佐
郷
千
代
田
の
模
範
田
が
頗

る
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
の
で
、
郡
内
の
大
小
の
地
主
が
改
良
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
結
果
こ
の
様
な
成
績
を
一
部
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

山
形
盆
地
は
大
型
の
扇
状
地
が
多
く
、
濯
排
水
共
に
良
好
で
あ
り
、
而
も
盆
地
性
の
気
候
か
ら
夏
の
聞
に
高
温
が
続
く
の
で
稲
作
に
は

庄
内
よ
り
都
合
良
い
ら
し
く
、
庄
内
の
稲
作
改
良
が
進
む
三

O
年
頃
ま
で
は
村
山
の
方
の
反
収
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
次
第
に
村

山形県内の換金作物の表徴と稲作の発展

山
が
圧
内
に
凌
駕
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

牛
馬
耕
の
普
及
は
耕
地
整
理
の
必
要
を
庄
内
の
地
主
に
感
ぜ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
国
が
耕
地
整
理
法
を
発
布
し
た
の
は
明
治

一
一
一
一
一
年
で
翌
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
山
形
県
で
は
三
九
年
か
ら
こ
の
運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
当
時
は
補
助
金
も
な
か
っ
た

が
、
反
当
り
八

l
九
円
の
必
要
費
用
は
殆
ん
ど
間
延
地
の
処
分
に
よ
っ
て
出
来
る
の
に
、
収
量
を
増
し
地
価
の
上
昇
を
見
る
耕
地
整
理
は

地
主
の
熱
望
す
る
処
と
な
っ
た
の
で
あ
る
o

庄
内
で
は
飽
海
郡
の
西
荒
瀬
村
、
上
田
村
、
遊
佐
村
、
本
楯
村
等
で
三
八
年
か
ら
四
一
年
に

か
け
て
五
ケ
所
四
六
二
町
歩
の
整
理
が
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た
が
、
四
三
年
ま
で
の
聞
に
実
施
さ
れ
た
八
ケ
所
の
内
四
八
ケ
所
は
増
歩
田

地
を
売
却
し
た
費
用
の
方
が
工
事
費
を
上
廻
っ
て
い
た
。
庄
内
の
地
主
は
内
陸
の
地
主
よ
り
謹
に
積
極
的
に
耕
地
整
理
に
尽
力
し
た
。
明

治
四
三
年
飽
海
郡
内
七
、

四
三
八
町
歩
を
打
っ
て
一
丸
と
す
る
耕
地
整
理
計
画
が
立
て
ら
れ
、
飽
海
郡
耕
地
整
理
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

郡
長
を
組
合
長
と
し
、
大
地
主
本
間
光
美
を
副
と
し
、
大
蔵
省
、
勧
業
銀
行
の
融
資
を
受
け
て
着
手
し
た
。
低
利
資
金
は
一
切
明
治
二
一
年
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本
間
家
で
建
立
し
た
本
立
銀
行
に
預
け
利
子
の
さ
や
分
を
耕
地
整
理
に
充
て
、
不
足
経
費
を
融
資
し
た
の
で
、
飽
海
郡
内
の
水
田
の
八
割
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に
近
い
広
大
な
る
水
田
が
、
町
村
界
を
考
慮
す
る
事
な
く
、
理
想
的
な
道
路
と
水
路
を
設
け
る
事
が
出
来
、
著
し
い
生
産
力
の
上
昇
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
田
川
郡
の
方
で
も
昭
和
一

O
年
迄
の
内
に
中
川
堰
中
部
耕
地
整
理
組
合
が
一
、

四
八

O
町
歩
を

整
理
し
、
斎
村
耕
地
整
理
組
合
が
四
九
三
町
歩
合
}
整
理
し
て
い
る
o

然
し
飽
海
郡
の
よ
う
な
一
団
地
と
し
て
の
整
理
で
は
な
か
っ
た
。
日

露
戦
争
後
の
食
料
不
足
に
備
え
た
耕
地
整
理
組
合
が
西
村
山
郡
柴
橋
村
に
も
成
立
し
た
が
、
こ
の
方
は
一
九
六
町
歩
を
二
反
単
位
の
大
き

さ
に
整
地
す
る
計
画
で
庄
内
の
一
反
単
位
と
は
異
っ
て
い
た
が
、
容
易
に
普
及
を
見
な
か
っ
た
。

飽
海
郡
を
打
っ
て
一
丸
と
し
た
整
理
が
実
現
し
た
の
は
明
治
四
一
年
に
五
町
歩
以
上
の
田
地
を
持
つ
地
主
が
集
っ
て
地
主
会
を
組
織
し

て
い
た
が
、
こ
れ
が
熱
心
に
耕
地
整
理
の
必
要
を
と
い
た
事
に
よ
る
の
で
あ
る
o

一
、
七

O
O町
歩
を
所
有
す
る
本
間
家
の
熱
意
が
あ
っ

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

た
事
が
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
た
原
因
で
あ
っ
た
。
最
上
川
沿
い
に
六
五
七
町
歩
の
畑
原
野
が
あ
っ
た
の
が
開
国
さ
れ
、
大
町
潜
水
下
の

水
不
足
に
若
し
む
四

O
O町
歩
の
古
田
に
補
水
す
る
等
の
事
業
が
行
な
わ
れ
た
の
で
年
産
五
万
石
の
増
収
と
な
り
、
稲
の
発
育
乾
燥
が
改

良
さ
れ
米
質
の
向
上
で
市
価
を
高
か
ら
し
め
る
事
が
出
来
た
と
昭
和
七
年
に
建
立
し
た
紀
念
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

山
形
県
内
で
明
治
三
四
年
か
ら
昭
和
八
年
迄
の
内
に
三
・
九
万
町
歩
が
整
地
さ
れ
た
が
、
整
理
費
二
ハ
・
六
三
万
円
を
費
し
て
い
る
。

実
施
地
域
は
庄
内
六
三
・
五
%
、
村
山
二
二
・
六
%
、
最
上
・
置
賜
を
合
せ
て
一
四
・
一
%
で
、
県
下
全
体
の
耕
作
地
の
二
二
一
了
二
%
、

水
田
の
み
で
は
庄
内
の
五
二
・
八
%
、
村
山
の
二
九
%
、
最
上
の
一
五
・
八
%
、
置
賜
の
一

0
・
二
%
と
置
賜
が
最
も
少
な
か
っ
た
が
、

其
後
鬼
面
川
扇
状
地
面
の
広
大
な
地
域
の
整
理
が
実
施
さ
れ
、
三
反
一
枚
の
大
き
さ
に
す
る
機
械
化
に
適
す
る
耕
地
に
整
理
す
る
事
業
も

吉
島
地
区
等
に
進
行
し
、
庄
内
で
も
所
々
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
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庄
内
地
区
の
地
主
に
は
い
わ
ゆ
る
篤
農
家
が
多
く
、
自
己
所
有
の
田
地
の
大
部
分
を
試
験
田
と
し
て
稲
の
品
種
改
良
に
精
進
す
る
者
が

少
く
な
か
っ
た
。
明
治
中
年
迄
は
純
系
分
離
法
に
よ
る
品
種
改
良
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
六
年
立
谷
沢
村
の
冷
水
潅
甑
の
地
域

に
育
っ
て
い
た
稲
穂
か
ら
大
和
村
の
阿
部
亀
治
の
選
出
し
た
亀
の
尾
は
湿
田
の
乾
固
化
が
進
め
ら
れ
、
購
入
肥
料
が
増
加
し
て
来
て
新
し

い
稲
作
が
行
な
わ
れ
始
め
た
頃
に
拡
が
っ
た
品
種
で
あ
る
。
多
収
性
の
特
色
が
買
わ
れ
て
明
治
三
八
年
に
は
圧
内
の
四
六
%
に
、

四
四
年

に
は
六
五
%
の
田
地
が
こ
の
品
種
で
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
県
内
を
風
麗
し
、
約
四
万
町
歩
に

栽
培
さ
れ
、

一
時
は
朝
鮮
ま
で
栽
培
さ
れ
る
程
全
国
的
に
も
拡
が
っ
た
の
で
あ
る
が
、
稲
熱
病
に
弱
い
欠
点
が
あ
っ
た
。
明
治
四
四
年
庄

内
を
襲
っ
た
冷
害
に
稲
熱
病
に
か
か
っ
て
し
ま
い
著
し
い
減
収
と
な
っ
た
の
で
、

四
四
年
の
一
一
万
三
、

0
0
0町
歩
を
レ
コ
ー
ド
と
し
て

そ
の
後
は
次
第
に
減
り
、
大
正
五
年
に
は
四
九
%
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
村
山
で
は
数
年
お
く
れ
て
普
及
し
大
正
二
年
に

は
五
五
%
の
水
田
に
栽
培
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
内
陸
地
方
が
凶
作
に
襲
わ
れ
、
亀
の
尾
を
栽
培
し
て
い
た
地
域
の
減
収
が
甚

し
か
っ
た
の
で
そ
の
後
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
普
及
の
お
く
れ
た
山
手
の
村
々
や
最
上
と
置
賜
地
域
で
は
更
に
後
れ
て
大
正
に
な
っ

て
か
ら
普
及
す
る
の
で
あ
る
o

明
治
四
四
年
庄
内
が
一
、
三
二
ハ
石
、
村
山
が
一
、
九
三
五
石
、
大
正
二
年
に
は
庄
内
が
一
、
七
四
七
石
、

村
山
一
、
六
一
七
石
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

一
つ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
亀
の
尾
が
被
害
し
た
関
係
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

置
賜
は
大
正
一

O
年
ま
で
、
最
上
は
一
三
年
ま
で
亀
の
尾
が
盛
ん
に
植
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
年
か
ら
減
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

亀
の
尾
が
早
く
減
っ
た
地
域
は
早
生
大
野
、
豊
園
、

イ
号
等
が
こ
れ
に
代
り
、
亀
の
尾
が
お
そ
く
ま
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
地
域
は
福
坊
主

に
移
行
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
最
上
は
陸
羽
一
三
二
号
が
交
代
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

節
聞
が
長
く
草
履
表
の
製
作
に
適
す
る
の
で
、
草
履
表
の
主
産
地
西
村
山
郡
を
中
心
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
豊
国
は
明
治
三
六
年
東
田
川

郡
十
六
合
村
の
檎
山
幸
吉
が
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
明
治
三

0
年
代
か
ら
優
良
品
種
の
選
出
を
図
っ
て
い
た
が
、
文
六
の
変
種
と



し
て
発
見
し
た
も
の
を
固
定
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
分
葉
少
く
、
耐
病
性
も
弱
い
が
、
長
梓
の
故
、
大
正
五
年
村
山
地
区
の
奨
励
品
種
に
選

ば
れ
、
大
正
一
三
年
に
は
一
・
四
万
町
歩
、
特
に
多
い
西
村
山
郡
は
、

四
三
%
の
田
地
に
栽
培
さ
れ
、

一
時
は
北
陸
地
方
に
も
普
及
し
、

作
付
面
積
五
万
町
歩
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
早
生
大
野
は
東
田
川
郡
横
山
村
の
須
藤
吉
之
助
が
選
ん
だ
品
種
で
あ
る
。

明
治
二

O
年
庄
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
大
野
早
生
が
中
生
種
で
肥
料
に
弱
い
欠
点
が
あ
っ
た
の
で
、
強
い
早
生
種
を
得
る
べ
く
努
力
を

重
ね
て
い
た
が
、
明
治
二
六
年
特
に
早
く
出
種
す
る
個
体
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
固
定
し
た
。
耐
病
性
弱
く
、
多
肥
栽
培
に
も
不
適
当
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
比
す
べ
き
早
生
の
優
良
種
が
な
か
っ
た
の
で
次
第
に
普
及
し
、
大
正
九
年
に
は
一
・
三
万
町
歩
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
六
年
か
ら
一
一
年
ま
で
五
ヶ
年
間
一
万
町
歩
を
こ
え
て
い
た
が
、
昭
和
九
年
の
凶
作
に
特
に
不
成
績
で
あ
っ
た
か
ら
奨
励
品
種
か
ら

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

除
外
さ
れ
た
が
、
木
県
で
衰
え
て
か
ら
宮
城
・
秋
田
・
岩
手
等
の
諸
県
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
o

福
坊
主
は
昭
和
四
年
か
ら
県
の
奨
励
品
種
と
な
り
、

五
年
か
ら
二
二
年
迄
県
内
で
第
一
位
を
占
め
て
い
た
品
種
で
あ
る
。
西
田
川
郡
京

田
村
の
工
藤
吉
兵
衛
が
大
正
四
年
「
の
め
り
」
に
寿
を
亡
配
し
て
育
成
し
た
品
種
で
、
晩
稲
種
に
属
す
る
が
、
耐
病
性
中
位
で
栽
培
容
易

で
あ
っ
て
多
収
性
が
あ
る
の
で
急
速
に
普
及
し
た
。
昭
和
三
年
一
万
町
歩
、

七
年
二
万
町
歩
と
な
り
、
終
戦
当
時
な
お
二
万
町
歩
、

年
に
は
こ
・
三
万
町
歩
に
達
し
て
い
た
が
、
宮
城
県
に
三
万
町
歩
、
福
島
県
に
一
万
町
歩
に
わ
た
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
品
種
で
あ
る
。

工
藤
氏
は
こ
の
外
日
の
丸
、
京
錦
三
号
、
敷
島
、
鶴
の
精
、
酒
の
華
、
京
の
華
、
等
を
育
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
号
は
西
田
川
郡
東
郷
村
の
佐
藤
弥
太
右
衛
門
が
愛
国
の
試
験
回
の
中
か
ら
選
び
出
し
た
も
の
で
、
固
定
出
来
た
の
は
明
治
四

O
年
の

事
で
あ
る
。
稲
熱
病
に
強
く
、
倒
伏
し
難
く
、
栽
培
に
容
易
な
品
種
で
あ
る
。
酒
田
早
生
は
本
間
農
場
で
大
正
元
年
に
万
石
の
中
か
ら
発

見
さ
れ
た
品
種
で
あ
る
。
強
揮
で
倒
伏
し
難
い
多
収
性
の
品
種
で
陸
羽
二
三
一
号
よ
り
も
普
及
が
早
か
っ
た
。
昭
和
六
年
を
最
盛
期
と
し

119 

て
衰
微
し
た
が
、

一
時
は
東
北
・
新
潟
の
諸
県
に
栽
培
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
は
こ
の
外
大
正
六
年
に
玉
の
井
を
亀
の
尾
と
イ
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号
の
交
配
で
作
り
上
げ
、
大
正
五
年
に
は
イ
号
と
早
生
愛
国
の
交
配
種
信
友
早
生
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二

O
年
迄
の
聞
に
県
内
で
一
万
町
歩
以
上
栽
培
さ
れ
た
品
種
八
種
中
陸
羽
一
一
一
一
一
一
号
を
除
く
七
種
、

五、

0
0
0町
歩
以
上
に
栽

培
さ
れ
た
五
種
中
の
四
種
が
庄
内
で
民
間
人
の
手
で
育
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
o

陸
羽
一
一
三
一
号
は
農
商
務
省
農
事
試
験
場
陸
羽
支
場

で
昭
和
一
一
年
に
育
成
さ
れ
た
品
種
で
あ
る
が
、
母
体
は
愛
国
と
亀
の
尾
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
村
山
で
発
見
さ
れ
た
品
種
は
一
種
も

無
か
っ
た
。
山
形
で
育
成
さ
れ
た
日
の
丸
も
庄
内
の
工
藤
吉
郎
兵
衛
が
、

イ
タ
リ
ヤ
種
と
高
野
坊
の
交
配
種
に
京
錦
三
号
を
交
配
し
た
品

種
を
金
井
の
田
中
正
助
が
昭
和
二

O
年
に
固
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
工
藤
氏
は
六
1

七
町
歩
の
水
田
を
試
験
田
に
し
て
年
一

O
O万
個

体
の
系
統
的
研
究
を
続
け
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
篤
農
家
の
努
力
が
米
の
国
庄
内
を
日
本
一
の
米
所
に
育
て
上
げ
る
の
で
あ
る
o

山
形
県
で
は
明
治
八
年
高
畠
村
に
植
物
栽
培
試
験
場
を
設
置
し
て
か
ら
各
地
に
試
験
所
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
試
験
研

究
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
二
九
年
山
形
県
農
事
試
験
場
職
制
を
公
布
し
て
東
村
山
郡
出
羽
村
漆
山
に
田
七
反
八
敵
、
畑

一
町
三
反
三
畝
の
試
験
農
場
を
設
け
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。
農
産
の
改
良
、
巡
廻
講
話
、
優
良
種
苗
の
配
布
、
農
事
の
相
談
等
に
着
手
し
た

が
、
稲
作
改
良
に
関
す
る
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
果
樹
の
栽
培
も
明
治
初
年
か
ら
始
め
ら
れ
る
の
で
、
昭
和
初
頃
迄
は
園
芸
の
専
門
家

に
研
究
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
専
ら
稲
作
中
心
で
あ
っ
た
。
山
形
県
の
農
政
の
方
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は

東
北
一
の
水
田
の
高
収
入
を
挙
げ
な
が
ら
、
東
北
最
下
位
の
畑
作
収
入
の
県
と
な
る
の
で
あ
る
o

果
樹
栽
培
は
戦
後
の
鋒
詰
製
造
の
発
展

と
共
に
盛
ん
に
な
り
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
西
洋
梨
の
ほ
か
柿
迄
全
国
一
と
な
り
、
そ
の
他
桃
、
リ
ン
ゴ
、
葡
萄
も
全
国
的
な
産
地
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
終
戦
、
迄
の
農
業
は
専
ら
稲
作
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
、
野
菜
類
の
県
外
移
出
は
殆
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

県
の
力
で
農
業
を
指
導
し
よ
う
と
試
み
た
種
々
の
企
て
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
で
特
に
失
敗
と
見
ら
れ
る
の
は
通
苗
代
廃
止
の
強
制
で

あ
る
。
本
県
の
苗
代
は
古
く
か
ら
通
苗
代
で
後
作
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
明
治
一
ニ

0
年
代
の
は
じ
め
で
も
苗
代
の
七

O
%は
通
苗
代
で
あ



っ
た
の
で
あ
る
。
夏
の
間
水
を
張
っ
て
置
く
通
古
代
は
湿
団
地
と
し
て
は
当
然
な
処
置
で
あ
っ
た
が
、
乾
固
化
さ
れ
た
地
域
で
は
改
良
さ

れ
た
品
種
を
合
理
的
な
施
肥
に
よ
っ
て
栽
培
す
る
場
合
に
は
後
作
で
も
充
分
に
収
益
が
得
ら
れ
た
の
で
、
県
令
を
以
っ
て
明
治
三
四
年
よ

り
通
苗
代
を
短
冊
型
の
改
良
苗
代
に
改
め
、
害
虫
が
発
生
し
な
い
内
に
苗
代
で
駆
除
し
、
後
作
を
す
る
事
を
命
じ
た
の
で
あ
る
が
、
山
形
県

の
農
事
試
験
場
で
は
改
良
苗
代
は
反
当
り
二
升
四
合
の
増
収
と
な
り
、
苗
代
跡
か
ら
反
一
石
七
斗
の
収
量
が
得
ら
れ
る
と
し
て
強
制
的
に

後
作
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
九
割
以
上
が
通
苗
代
と
な
っ
て
い
た
最
上
、
置
賜
に
は
無
理
な
方
法
で
あ
っ
た
。
明
治
三
三
年
に
二
、

五
五
一
町
歩
中
一
、

七
二

O
町
が
通
苗
代
で
あ
っ
た
の
を
、
三
一
六
年
に
は
九
一
九
町
歩
と
約
半
分
ま
で
減
ら
す
事
が
出
来
た
。
然
し
短
期

聞
に
草
を
伸
長
せ
し
め
る
必
要
上
苗
代
を
特
に
伸
長
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為
に
は
前
年
の
夏
か
ら
堆
肥
、
緑
肥
等
を
苗
代
に

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

入
れ
て
お
く
方
が
良
く
、
後
作
は
稲
作
全
体
に
悪
影
響
を
生
ず
る
事
に
な
っ
た
。
東
北
の
寒
冷
な
湿
田
地
に
通
苗
代
の
多
い
原
因
が
こ
こ

に
あ
っ
た
の
を
無
視
し
て
強
制
的
に
後
作
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
最
上
郡
は
三
六
年
九
五
%
か
ら
七
九
%
に
、
東
置
賜
郡
は
九
七
%
か
ら
二

七
%
ま
で
減
ら
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
完
全
に
失
敗
で
あ
っ
た
。
県
令
で
解
除
す
る
と
共
に
大
正
の
初
に
は
六
一
%
が
通
苗
代
に
も
ど

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

然
し
、
稲
種
子
の
塩
水
選
の
普
及
を
四
一
年
に
指
示
し
、
稲
熱
病
の
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
、
対
病
性
の
強
い
品
種
に
改
良
さ
れ
、
肥
料
の

改
良
、
施
肥
量
の
増
加
、
肥
料
分
施
法
の
実
施
等
が
着
々
と
し
て
効
を
奏
す
る
様
に
な
っ
た
。

明
治
三
九
年
に
は
一
・
五
貫
目
、

四
四
年
三
・
三
貫
目
の
施
肥
量
で
あ
っ
た
の
が
、
大
正
一
一
年
に
は
九
貫
目
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
又
明
治
三
八
年
に
は
販
売
肥
料
の
九
八
%
が
有
機
質
肥
料
で
、
大
正
四
年
に
も
九
三
%
ま
で
が
有
機
質
肥
料
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

は
次
第
に
化
学
肥
料
が
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
分
施
法
は
大
正
一

O
年
頃
か
ら
研
究
に
着
手
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
七
年
頃
か
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ら
金
井
村
の
田
中
正
助
は
農
事
試
験
場
の
指
導
の
も
と
に
頗
る
好
結
果
を
得
た
。
昭
和
一
二
年
庄
内
の
松
柏
会
と
本
間
農
場
で
そ
の
指
導
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を
受
け
一
般
に
普
及
す
る
に
至
っ
た
。

共
同
苗
代
の
普
及
、
早
期
捕
挟
期
の
奨
励
、
消
毒
の
普
及
、
暗
渠
排
水
の
普
及
、
土
壌
の
改
良
等
の
稲
作
改
良
が
庄
内
を
中
心
と
し
て

進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

村
山
は
圧
内
よ
り
数
年
乃
至
十
数
年
後
れ
て
新
し
い
稲
作
が
試
み
ら
れ
た
が
、
置
賜
は
村
山
よ
り
後
れ
、
最
上
は
更
に
数
年
後
れ
て
改

良
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
第
に
県
下
全
体
の
技
術
レ
ベ
ル
が
上
昇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

山
形
県
内
の
米
収
を
増
大
さ
せ
た
重
要
な
要
素
は
水
利
の
安
定
で
あ
る
o

水
不
足
に
若
し
ん
で
い
た
大
泉
村
の
豪
農
木
村
九
兵
衛
が
明

治
三
三
年
大
山
川
か
ら
揚
力
で
揚
水
す
る
計
画
を
立
て
全
国
で
始
め
て
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
爾
来
県
内
各
地
で
こ
の
方
式
で
揚
水

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
、
著
し
く
水
利
が
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
来
山
形
は
年
降
水
量
一
、
二

0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
よ
り
無
い
盆

地
で
あ
る
か
ら
梅
雨
が
後
れ
る
場
合
は
田
植
の
水
が
不
足
し
、
各
地
で
雨
乞
が
行
わ
れ
て
い
た
。
庄
内
の
善
宝
寺
が
雨
乞
で
繁
昌
し
て
い

た
よ
う
に
所
々
に
雨
乞
の
神
が
崇
敬
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
二
一
郷
堰
が
最
上
川
か
ら
揚
水
し
て
三
段
揚
げ
と
し
て
高
櫛
の
甘
酒
原
方

面
の
開
聞
を
可
能
と
し
た
事
や
、
瓶
郷
堰
が
昔
の
里
山
井
堰
の
流
末
に
当
る
宮
内
方
面
に
送
水
す
る
事
が
出
来
た
の
も
電
気
揚
水
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
電
気
揚
水
事
業
が
全
国
第
一
と
称
せ
ら
れ
る
程
普
及
し
て
い
る
事
は
県
内
の
米
の
収
穫
を
著
し
く
安
定
さ
せ
増

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

山
形
県
は
二
年
三
作
の
地
帯
に
属
し
、
裏
作
も
可
能
で
あ
る
が
、

レ
ン
ゲ
草
、
菜
種
等
の
裏
作
は
余
り
普
及
し
な
か
っ
た
。
田
植
の
時

期
を
終
ら
せ
る
心
配
が
あ
る
故
で
あ
る
が
、

一
毛
作
に
専
念
す
る
事
は
反
収
を
全
国
一
に
す
る
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
る
。

養
蚕
業
が
衰
微
し
た
今
日
で
は
ホ
ッ
プ
の
栽
培
、
煙
草
の
栽
培
と
果
樹
以
外
に
適
当
な
換
金
作
物
が
な
い
の
で
稲
作
に
専
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
立
場
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
六

O
万
ト
ン
米
作
り
運
動
に
成
功
し
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
ο



昭
和
四
三
年
度
に
お
い
て
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
広
い
耕
地
を
経
営
す
る
農
家
は
五
、
二
六
六
戸
あ
る
が
、
こ
の
内
四
、
三
四
二
戸
は

庄
内
に
分
布
し
て
い
る
o

従
っ
て
農
業
の
機
械
化
が
進
み
、
動
力
耕
転
機
が
一
回
、
六
五
三
台
も
あ
り
、
農
用
ト
ラ
ク
タ
ー
は
一
、

七
七

九
台
中
八
九
三
台
が
庄
内
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
業
の
共
同
化
が
進
め
ら
れ
、
約
三

O
%の
耕
地
は
何
等
か
の
形
で
共
同
化
さ
れ
て
い
る
の
で
経
営
の
合
理
化
が
進
み
、
労
力
不
足
を

解
消
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
大
型
機
械
の
導
入
は
大
泉
地
区
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
、
庄
内
一
円
に
普
及
す
る
の
も

近
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

積
雲
法
に
基
く
農
道
の
改
良
、
用
排
水
の
改
良
、
暗
渠
排
水
の
普
及
、
土
壌
改
良
の
進
行
、
農
機
の
普
及
等
も
六

O
万
ト
ン
米
作
り
成

山形県内の換金作物の衰微と稲作の発展

功
の
原
因
で
あ
る
。

六
、
結

E苦

中
郡
地
区
の
稲
刈
帳
に
よ
る
と
江
戸
時
代
の
稲
作
の
刈
高
は
二
割
程
度
の
増
減
が
見
ら
れ
る
の
み
で
増
産
が
著
し
か
っ
た
と
は
認
め
得

な
か
っ
た
。
稲
刈
帳
に
よ
れ
ば
明
治
二

O
年
頃
か
ら
多
少
の
増
収
が
見
ら
れ
、
日
露
戦
争
の
頃
か
ら
次
第
に
増
収
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か

ら
は
明
治
初
年
の
二
|
三
倍
に
近
い
刈
高
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
初
年
全
国
最
下
位
に
あ
っ
た
山
形
県
が
明
治
二

O
年
頃
か
ら
次
第
に
平

均
に
近
づ
き
、
日
露
戦
争
後
は
反
当
り
の
生
産
高
を
増
し
、
全
国
第
二
七
位
と
平
均
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
は
増
産
著
し
く
、
昭
和
二
ニ

ー
一
五
年
に
は
二
・
三
五
石
に
達
し
、
大
阪
、
佐
賀
、
滋
賀
の
三
県
に
次
ぐ
生
産
額
に
到
達
し
、
昭
和
一
ニ

O
年
以
後
は
全
国
最
高
位
の
生

産
高
と
な
る
の
で
あ
る
o

123 

江
戸
時
代
は
江
戸
送
り
の
廻
米
輸
送
が
不
便
で
、
運
賃
は
米
価
の
三
分
の
一
を
失
っ
て
し
ま
う
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
米
作
は
余
り
重
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視
さ
れ
ず
、
紅
花
、
青
苧
、
蝋
漆
等
の
換
金
作
物
の
栽
培
に
精
進
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
汽
船
の
便
が
聞
か
れ
、
鉄
道
が
敷
設
さ
れ

た
日
露
戦
争
の
前
後
か
ら
金
肥
の
導
入
、
品
種
改
良
、
稲
作
技
術
の
進
化
が
重
な
り
合
っ
て
、
次
第
に
反
収
を
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
o

特
に
注
目
を
要
す
る
の
は
庄
内
の
篤
農
家
に
よ
る
寒
冷
地
に
適
す
る
品
種
の
選
出
と
、
水
利
の
改
良
、
電
気
揚
水
の
普
及
で
、

田
植
時
の
水
不
足
の
解
消
が
増
産
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。
篤
農
家
の
品
種
改
良
の
努
力
と
日
本
一
の
大
地
主
本
間
家
の

耕
地
整
理
に
対
す
る
熱
意
は
特
筆
に
価
す
る
の
で
あ
る
。
酒
田
の
山
居
倉
庫
と
鶴
岡
本
間
家
倉
庫
が
米
券
倉
庫
の
厳
重
な
米
検
査
に
よ
り

そ
の
発
行
す
る
米
券
が
日
本
銀
行
で
取
引
さ
れ
る
程
の
信
用
が
あ
っ
た
事
も
米
の
国
を
育
て
た
一
因
と
し
て
注
目
を
要
す
る
の
で
あ
る
o

3主

@⑤④①②①  

長
井
政
太
郎
工
藤
定
雄
中
郡
村
史

長
井
政
太
郎
米
沢
盆
地
の
廻
米
輸
送
に
就
い
て

吉
田
義
信
置
賜
民
衆
の
生
活

長
井
政
太
郎
編
山
形
県
史
農
業
編
川

米
沢
市
史

鎌

形

勲

山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学
第
六
巻
第
二
号

山
形
県
稲
作
史




